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　私は岐阜聖徳学園大学の青野宏美教授とは面識がない

し，書評を直接頼まれた訳でもないが，本書を完読し納得

した上で出版社からの書評依頼をお引き受けすることにし

た．その理由は，著者が，今後の地質調査法や地質図の可

能性に先見を持ち，現在もそれを探求している姿勢に好感

を持ったからである． 

　層位・古生物学，堆積学や構造地質学など野外において

地質研究を実施するうえで，地質図を作成するための野外

調査法はその最も基礎となるものである．これまでも地質

調査の方法について書かれた教科書は世の中には多数存在

しているし，それらの多くはこれから野外調査を始める人

に対しての指南書的な内容となっている．しかし，本書に

おける著者のスタンスはこれらとは大きくかけ離れてい

て，地質調査の基本的な知識や技術を既に修得している大

学院生や研究者を対象にしたより深い解析手法の解説に誌

面の多くが占められている．

　本書には多数の解析法の提示とともにフィールドサイエ

ンスや地層研究の面白さが書かれており，さらに，著者が

新たに確立した解析手法についても複数提案している．ま

た本書で紹介されている研究内容は，いずれも著者と彼の

共同研究者による彼ら自身のデータに基づいているオリジ

ナリティーも高く評価される．

　第 1 章「野外地質調査」においては，著者の定義によ

る古典的な地質調査法と新しい野外地質調査解析法が解説

されている．前者は地質図，地質断面図，地質柱状図を作

成する昔ながらの野外調査方法であり，ここでは北関東の

足尾〜鶏
とりあし

足山地のジュラ紀付加体の地質図，およびジュラ

〜白亜系の手取層群の地質図の作成を例として解説を行っ

ている．特に，著者も述べているように日本のような露出

不良な地域の地質図作成の際には，調査者の思想や経験が

大きく反映することになるが，ここで最も重要なことは，

踏査に基づく正確な岩相分布図の提示であることが強調さ

れている．

　一方，新しい野外地質調査解析法の項目では，新しい研

究手法によって，新しい世界観を創り出すことを目指すこ

とがオリジナルの研究としては一番重要であり，そのため

にはデータの質を向上させることが不可欠であると述べら

れている． 

　第 2 章「現世堆積物と過去の堆積物との比較」では，

著者の地元である岐阜県を流れる現世の木曽川と長良川の

河床礫のファブリックや礫サイズからそれらの運搬堆積過

程を読み取っている．その知識を応用して，約 5 万年前

の古木曽川の河川層および木曽川河床に分布する中新統の

化石林を含む河川層の形成過程を，斉一論的な立場から解

析を試みている． 

　第 3 章「断層の解析法」では，線構造や平面に関して，

ステレオグラフネットを用いてそれらの方位を決定し，地

質学的な 3 次元での問題を簡単に解く方法が解説されて

いる．この堆積性の共役断層の解析手法は，今話題になっ

ている海底地すべり堆積物の解析にも使えるかもしれな

い．

　第 4 章「褶曲の解析法」では，露頭規模の褶曲から地

域の褶曲構造を理解する方法が記述されている．日本最古

の礫岩を含む上
かみあそう

麻生礫岩層上下層準のスランプ層の構造解

析から古斜面方向を復元した研究例は，その供給源を考え

る上でたいへん興味深い．

　第 5 章「地層の重なり方の解析法」は，地層の重なり

には規則性があり，その規則性を統計確率的手法により明

らかにできることが強調されている．その例として，モン



GSJ 地質ニュース Vol. 1  No. 9　（2012 年 9 月）     281

テカルロ法やマルコフ解析を用い上総層群のタービダイト

層を統計確率的に解析した研究例を示している．著者は自

身の「あとがき」で，「堆積相の積み重なりが似ているの

か否かを判定する物指しとなる新たな尺度を提案できた．」

とも述べている．ちなみに堆積学の分野では，このような

統計確率を用いた解析手法は，現在も発展し続けている．

　第 6 章「新たな野外調査法への取り組み」では，著者は「オ

リオリ褶曲」を新たに提案しており，これこそ著者が主張

している “ 新しい地層の見方 ” の提案なのであろう．この

褶曲は，円筒形のペットボトルや飲料用の缶を上下方向に

強く圧縮すると連続して折り畳まれる菱形のしわ構造がで

きることに着眼した著者のオリジナルのアイデアである．

　さらに本書の巻頭には 11 枚のカラーグラビアが付記さ

れており，本文の内容を補完している．

　私が思うに，おそらく本書で著者が最も我々に対して主

張したかったことは，第 6 章の「オリオリ褶曲」の提案

に至った思想過程なのであろう．即ち，第 1 章に書かれ

た古典的な地質調査法による野外調査に対する著者の問題

提起は，第 3 〜 5 章のステレオ投影図法による断層や褶

曲の解析，統計確率法を用いた地層の重なりの解析へと発

展し，最終的に「オリオリ褶曲」に発想が帰結したと想像

される．この様な研究における思考過程の重要性について

は，私も共感する． 

　最後に，筆者はデジタルクリノメーターやハンディー

GPS の利用を例として，「新しい野外調査法には，新しい

手法や道具を利用し，効率化を進めるとともに，地道な調

査をたゆまぬ努力と柔軟な思考と謙虚な気持ちで行う必要

がある．」と述べているが，この様な姿勢を持ってフィー

ルドワークを楽しめる学生が増えてくれることを著者同様

に私も心から願っている．

（産総研 地質情報研究部門　七山　太）


